
 北九州モデルに取り組もうと思ったきっかけは？

介護現場での⼈⼿不⾜が深刻化する中で、職員の負担を少し
でも減らし、利⽤者にとって質の⾼いケアを提供し続けるた
めには、介護テクノロジーの活⽤や業務のムダをなくす取組
をしていかねばと考えていました。そんな折、北九州モデル
の話があり、これをきっかけに将来に向けて動き出そうと思
い、取組に参加することにしました。

1

 職員との合意形成はどのように⾏いましたか？

まずは主要メンバーで北九州モデルの概要や⾃施設として取
り組む⽬的を明確にしました。
そして、伝える側の理解を深め、意思統⼀ができた上で、現
場へと伝えていったことで、改善活動へ取り組む意義やメリ
ット、今後の流れなどについて職員全体が統⼀した考えを得
ることができました。

2

 取組にあたり壁になったことは？3

介護テクノロジーの導⼊や業務内容の⾒直しに伴う、業務の
変更や新たな機器の使⽤⽅法習得に苦労しました。
そこで職員同⼠で声を掛け合い、「まずはやってみよう」「機
器に何度も触れ、皆で慣れていこう」「わからないことは隠
さず互いに教え合おう」としたことで、定着を図ることがで
きました。

 今回の取組で役に⽴ったことは？4

なんとなく「業務が⼤変」「忙しい」といった状況が、業務
量調査により⾒える化することで、業務のムダやムリを取捨
選択することができました。また、職員間のコミュニケーシ
ョンや現場からの積極的な発⾔も増え、新たな取組や介護テ
クノロジーの導⼊を進めていけるようになりました。そして
何より職員の笑顔が増えました。

 新たな取組など、今後の⽅針は？5

職員間での連携を強化するためのインカム導⼊や服薬⽀援シ
ステム導⼊による、服薬管理の負担軽減と誤薬防⽌を⽬指し
ています。また、⾳声⼊⼒による記録時間の短縮、コミュニ
ケーションロボットを活⽤したレクリエーションの拡充を予
定しています。そして、⽣まれたゆとりを活かし、更なるノ
ーリフティングケアの促進を⽬指しています。

 これから取り組む施設へのアドバイスを！6

取組を進める中で、⼀時的に負担が増えたり、費⽤がかかっ
たり、新しいことに慣れるまでに苦労することもあるかと思
います。ですが、かけた苦労や費⽤にも増して、得られる効
果は絶⼤です。
これまでの当たり前を疑い、現場の秘めた声を引き出し、是
⾮とも挑戦していっていただければと思います。

令和4年11⽉に開設。SDGｓ、ICT化、ノーリフティングケアを促進すると
ともに、地域福祉の推進や地域貢献活動などに⼒を⼊れている。
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北九州モデル導⼊の主な取組内容

● � 記 録
� � � 【 取 組 】 � 利 ⽤ 者 情 報 フ ァ イ ル の 整 理 ⽅ 法 ⾒ 直 し 等
� � � 【 効 果 】 � １ ⽇ あ た り の 作 業 時 間 ５ ０ ％ 以 上 減

● � ⾒ 守 り （ 夜 間 巡 回 ）
� � � 【 取 組 】 � ⾒ 守 り セ ン サ ー の 有 効 活 ⽤ 等
� � � 【 効 果 】 �

● � 周 辺 業 務 （ ト イ レ 掃 除 ）
� � � 【 取 組 】 � 掃 除 道 具 の ⾒ 直 し
� � � 【 効 果 】 � １ ⽇ あ た り の 作 業 時 間 ３ ０ 分 減 な ど

夜勤帯のラウンド回数半減（ラウンド間隔２時間→４時間）


